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基準基準基準基準    IIII：：：：    組織組織組織組織とととと運営運営運営運営    

基準 I.1. 当該施設当該施設当該施設当該施設////政府機関政府機関政府機関政府機関////支部支部支部支部はははは、、、、助産師教育助産師教育助産師教育助産師教育課程課程課程課程のののの理念理念理念理念、、、、目標目標目標目標をををを支援支援支援支援するするするする。。。。 

 

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程の理念や計画を、これを支持する主要

な ICM の文書に沿って当該施設と共有する。 

当該機関/施設は、支援状や教育課程の承認、

協定、運営支援など複数の方法で理念や計画へ

積極的な支援を示す。 

 

基準 I.2. 当該施設当該施設当該施設当該施設はははは、、、、有能有能有能有能なななな助産師育成助産師育成助産師育成助産師育成のためにのためにのためにのために、、、、助産師教育助産師教育助産師教育助産師教育課程課程課程課程のののの財務財務財務財務、、、、公的公的公的公的////政策的支援政策的支援政策的支援政策的支援をををを十分十分十分十分

にににに受受受受けけけけられるようにすられるようにすられるようにすられるようにするるるる。。。。    

 

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

当該施設は助産課程の財務上の義務がある。 

助産課程のスタッフ/責任者は、ニーズに合っ

た予算交渉をする。 

当該施設は、課程の目標を到達するために（必

要であれば）外部の助成を求める助産師教員を

支援する。 

当該施設は助産課程を推進する。 

当該施設の予算過程は助産課程の責任者/スタ

ッフに知らされている。 

助産課程は当該施設の全体の予算の公平な分

配を受ける。 

分配された助成金は助産課程のニーズに適し

ている。 

助産課程は当該施設の概要に取り上げられ、好

ましく描かれている。 

 

基準 I.3. 助産学校助産学校助産学校助産学校////課程課程課程課程はははは、、、、認認認認められためられためられためられた予算予算予算予算をををを受受受受けけけけ、、、、課程課程課程課程ののののニーズニーズニーズニーズにににに合合合合ったったったった管理管理管理管理するするするする。。。。 

 

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

合意された予算には次のようなカテゴリーが

含まれる。 

・スタッフ 

予算書類と年間監査書類には、カテゴリー別に

分配された金額が明記されている。 

分配は課程のニーズと一貫性がある。 
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・設備と備品を含む教材 

・交通費 

・コミュニケーション 

・レンタルスペース 

・運営 

・課程内容の開発と評価 

・実習内容の開発と維持 

カテゴリー間の分配の優先順位は、ニーズに沿

って、助産課程別に設定される。 

 

基準 I.4. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員はははは自己管理自己管理自己管理自己管理をしをしをしをし、、、、助産師教育助産師教育助産師教育助産師教育課程課程課程課程のののの方針方針方針方針ややややカリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムをををを開発開発開発開発しししし、、、、先導先導先導先導するするするする責責責責

任任任任をををを負負負負うううう。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産師教員は、助産課程の中でどのように意思

決定されるか、職種説明、教員負担、合意され

た課程の質の評価マーカーなどの方針を決め

る。 

方針は当該施設および質の高い助産師教育と

一致する。 

助産師教員は、ICM の文書、国のニーズ、助

産規制機関の要項に沿ってカリキュラムを開

発する（基準 IV:カリキュラム参照）。 

方針を示した文書が存在し、助産師教員によっ

て実施される。 

 

基準 I.5. 助産師教育助産師教育助産師教育助産師教育課程課程課程課程のののの長長長長はははは、、、、資質資質資質資質、、、、管理管理管理管理////運営経験運営経験運営経験運営経験のあるのあるのあるのある質質質質のののの高高高高いいいい助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員であるであるであるである。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

課程の助産師の責任者に求められる資質を施

設と課程の方針で決められ、通常、以下が含ま

れる。 

・教職資格 

・関連するこれまでの業務経験 

・法的な助産師の証明 

課程の責任者の資格が履歴書、CV、人物証明

書、業務評価、登録/免許に記載されている。 

 

 

I.6. 助産課程助産課程助産課程助産課程にはにはにはには、、、、母子母子母子母子保健保健保健保健のののの需要需要需要需要にににに合合合合うよううよううよううよう、、、、国国国国やややや国際的国際的国際的国際的なななな方針方針方針方針およびおよびおよびおよび基準基準基準基準をををを考慮考慮考慮考慮にににに入入入入れるれるれるれる。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産師教員は世界的および特定の地域特有の 助産師教員は課程が国や地域の需要と合って
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正式な文書と需要動向について認識している。 

募集方法、募集するスタッフ、課程内容は需要

によって調整する。 

いることを示す。 

雇用/保持/キャリア開発の根拠には、人口統計

学的なプロフィール、入学した学生数、戦略的

計画の文書、推薦状、政府高官の推薦状、入学

方針、手順、修了生の追跡が含まれる。 

 

基準II. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員    

基準 II.1. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員はははは、、、、必要必要必要必要にににに応応応応じてほかのじてほかのじてほかのじてほかの専門職専門職専門職専門職とととと協働協働協働協働するするするする、、、、主主主主にににに助産師助産師助産師助産師（（（（教員教員教員教員、、、、臨床臨床臨床臨床指導者指導者指導者指導者////

臨床教員臨床教員臨床教員臨床教員））））であるであるであるである。。。。    

 

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程の計画者は、課程のニーズに合うよ

う、十分な数の教員臨床指導者/臨床教員を募

集し、開発することを優先する。 

心理学、社会学、看護学、小児科学、産科学な

どのほかの職種の専門家は、専門領域の内容を

提供するために助産師教員と協働する。 

助産課程には、助産師教員全員の助産課程への

教育貢献の記録がある。例としては、履歴書、

雇用契約、業務評価、授業時間、実習先での学

生指導の時間などが含まれる。 

助産師は、助産ケアに必要な理論的内容と実習

内容のほぼすべてを教える。ほかの職種の専門

家は、助産内容の基盤となる、または助産内容

を補うセッション/内容を教える。 

 

II.2.a. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員はははは、、、、正式正式正式正式なななな助産学助産学助産学助産学のののの教育教育教育教育をををを受受受受けているけているけているけている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程の各助産師教員は、国で認められてい

る助産師教育課程の修了生である。 

教育を受けた国以外で教える場合は、助産師教

員の学歴は教えている国でも認められている。 

卒業証明書/資格の写しが助産課程事務局のフ

ァイルに保管されている。 

助産師教員がほかの国で教育を受けた場合、同

等の助産師教育であることを認めた認定書が

助産師教育の書類としては助産課程事務局の

ファイルに保管されている。 

 

II.2.b. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員はははは、、、、助産実践助産実践助産実践助産実践のののの能力能力能力能力をををを示示示示すことができすことができすことができすことができ、、、、一般的一般的一般的一般的にににに 2222 年間年間年間年間でででで業務業務業務業務範囲範囲範囲範囲ののののすべてをすべてをすべてをすべてを網網網網

羅羅羅羅しているしているしているしている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程では、各助産師教員の現在の実践能力

を評価する方法が決められている。ひとつ以上

の領域で能力が足りない場合は、文書による習

得計画に同意する。 

助産課程のファイルには、以前の雇用証明書、

人物証明書、履歴書、継続教育の根拠、足りな

い能力領域をどのように補うかについての文

書などの各助産師教員の実践の能力に関する
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さまざまな領域（妊娠、分娩、産褥期、新生児、

家族計画）での過去の 2 年間の常勤勤務が能

力の代理尺度となる。 

文書が含まれる。 

 

II.2.c. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員はははは、、、、現在現在現在現在、、、、資格資格資格資格////登録登録登録登録、、、、そのほかのそのほかのそのほかのそのほかの助産助産助産助産業務業務業務業務がががが法的法的法的法的にににに認認認認められているめられているめられているめられている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

各助産師教員は、更新するたびに、免許または

登録の写しを助産課程の責任者に提供する責

任がある。 

助産課程では、法的な管轄区域内で助産師とし

て実践するために、各教員の現在の免許/登録

の写しを保管している。 

 

II.2.d. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員はははは、、、、教職教職教職教職としてとしてとしてとして正式正式正式正式なななな教育教育教育教育をををを受受受受けているけているけているけている、、、、またはまたはまたはまたは職職職職をををを保持保持保持保持するためのするためのするためのするための継続教育継続教育継続教育継続教育をををを

受受受受けているけているけているけている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

各助産師教員は、教師教育を受けた文書または

そのような教育を受けるために、教員と助産課

程の間で互いに同意した計画書を提供する責

任がある。 

教師教育は通常、以下が含まれる。 

・成人教育と学習の原則 

・コース教材、カリキュラムの開発技術 

・学生の質問や参加、情報開示を促す技術 

・教材/マニュアル、口頭と文書による学生の

答案を作成し、評価する能力 

助産課程には、教師教育の文書または修了まで

の期間を含む教師教育の計画書がある。 

 

II.2.e. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員はははは、、、、助産助産助産助産業務業務業務業務とととと教育教育教育教育のののの能力能力能力能力をををを維持維持維持維持しているしているしているしている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

各助産師教員は下記により、能力を維持する。 

・女性と新生児への助産ケア提供の継続 

・関連本、雑誌、研究論文を読む 

・助産師教育と業務に関連する専門性開発活動

へ参加する 

・助産規制/登録機関の要項を満たす 

助産課程には各教員の能力維持に関する文書

がある。 

 

II.3.a. 臨床指導者臨床指導者臨床指導者臨床指導者////臨床教員臨床教員臨床教員臨床教員はははは、、、、ICMICMICMICM のののの助産師助産師助産師助産師のののの定義定義定義定義をををを満満満満たすたすたすたす資格資格資格資格があるがあるがあるがある。。。。    
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ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程の各助産臨床指導者/臨床教員は： 

・国で認められている助産師教育課程の修了生 

・助産課程がある国で法的に助産業務を行うこ

とができる 

・国の助産実践の範囲を理解し、遵守する 

免許と卒業証明書の写しは助産課程事務局の

ファイルに保管されている。 

 

II.3.b.  臨床指導者臨床指導者臨床指導者臨床指導者////臨床教員臨床教員臨床教員臨床教員はははは、、、、助産助産助産助産業務業務業務業務のののの能力能力能力能力をををを示示示示すことができすことができすことができすことができ、、、、一般的一般的一般的一般的にににに 2222 年間年間年間年間でででで業務業務業務業務範囲範囲範囲範囲のののの

すべてすべてすべてすべてをををを網羅網羅網羅網羅するするするする。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程では、各助産臨床指導者/臨床教員の

現在の実践能力を評価する方法が決められて

いる。 

さまざまな領域（分娩前、分娩時、産褥期、新

生児、家族計画）での過去の 2 年間の常勤勤

務が能力の代理尺度となる。 

助産課程には、各助産臨床指導者/臨床教員の

以前の雇用証明書、人物証明書、履歴書、継続

教育の根拠、継続教育の根拠などの業務能力に

関する文書が保管されている。 

 

II.3.c. 臨床指導者臨床指導者臨床指導者臨床指導者////臨床教員臨床教員臨床教員臨床教員はははは、、、、助産助産助産助産業務業務業務業務とととと教育教育教育教育のののの能力能力能力能力をををを維持維持維持維持しているしているしているしている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

各助産臨床指導者/臨床教員は下記により、能

力を維持する。 

・女性と新生児への助産ケア提供の継続 

・関連本、雑誌、研究論文を読む 

・助産師教育と実践に関連する専門性開発活動

へ参加する 

・助産規制/登録機関の要項を満たす 

助産課程には各助産臨床指導者/臨床教員の能

力維持に関する文書がある。 

 

II.3.d. 臨床指導者臨床指導者臨床指導者臨床指導者////臨床教員臨床教員臨床教員臨床教員はははは、、、、現在現在現在現在、、、、資格資格資格資格////登録登録登録登録、、、、そのほかのそのほかのそのほかのそのほかの助産実践助産実践助産実践助産実践がががが法的法的法的法的にににに認認認認められているめられているめられているめられている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

各助産臨床指導者/臨床教員は、更新するたび

に、免許または登録の写しを助産課程の責任者

に提供する責任がある。 

助産課程では、法的な管轄区域内で助産師とし

て業務を行うために、各助産臨床指導者/臨床

教員の現在の免許/登録の写しを保管してい

る。 

 

II.3.e 臨床指導者臨床指導者臨床指導者臨床指導者////臨床教員臨床教員臨床教員臨床教員はははは、、、、臨床教育臨床教育臨床教育臨床教育についてについてについてについて正式正式正式正式なななな教育教育教育教育をををを受受受受けているけているけているけている、、、、またはそのようなまたはそのようなまたはそのようなまたはそのような教育教育教育教育
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をををを受受受受けているけているけているけている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

各助産臨床指導者/臨床教員または雇用施設

は、臨床指導者/臨床教員教育またはそのよう

な教育を受けるための同意計画書に関する文

書の提供に責任がある。 

臨床指導者/臨床教員教育は通常、以下が含ま

れる。 

・成人教育と学習の原則 

・学生の質問や参加、情報開示を促す技術 

・学生の実践を評価する能力 

助産課程には、各助産臨床指導者/臨床教員の

教育に関する文書または修了までのタイムフ

レームを含む教員教育の計画書が保管されて

いる。 

 

II.4. 助産課程助産課程助産課程助産課程をををを教教教教えるほかのえるほかのえるほかのえるほかの職種職種職種職種のののの専門家専門家専門家専門家はははは教教教教えるえるえるえる内容内容内容内容についてについてについてについて能力能力能力能力があるがあるがあるがある。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程では、専門家に必要な特定の内容の専

門性と適性を定める。 

助産課程は、助産カリキュラム内容を説明し、

それらの専門能力評価を行う。 

助産課程では、履歴書、人物証明書、学生評価

表を含む、非助産師の助産課程教育内容に関す

る資料が保管されている。 

 

II.5. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員はははは、、、、学生学生学生学生のののの実習担当者実習担当者実習担当者実習担当者にににに、、、、教育教育教育教育、、、、支援支援支援支援、、、、スーパービジョンスーパービジョンスーパービジョンスーパービジョンをををを提供提供提供提供するするするする。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産師教員は： 

・指導者と委任事項の同意 

・助産学習成果、コースの概要、学生の評価形

式、実習での学生の期待度を反映する定期的な

教育セッションの開発および提供 

・実習先で学生を支援する指導者を支える。 

・学生の進歩について話し合うためのコミュニ

ケーション手段の維持 

・認定書、本、学会費、報酬など教育的努力の

認識 

助産師教員の議事録やそのほかの共同専門開

発セッション、実習の場の訪問報告書、各臨床

指導者/臨床教員の学生の評価が文書である。 

 

II.6. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員とととと助産臨床助産臨床助産臨床助産臨床指導者指導者指導者指導者////臨床教員臨床教員臨床教員臨床教員はははは一緒一緒一緒一緒にににに、、、、学生学生学生学生のののの実習実習実習実習についてについてについてについて支援支援支援支援（（（（促進促進促進促進）、）、）、）、直接観察直接観察直接観察直接観察、、、、

評価評価評価評価をするをするをするをする。。。。    
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ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産師教員と助産臨床指導者/臨床教員は、積

極的に協働する。 

・実習中に学習成果が達成される 

・学習ニーズに特別な注意が必要な際の学生に

対する対応可能性 

・実習中、学生は直接スーパービジョンを受け

る 

・さまざまな受け入れ可能な評価形式が、学生

の実践と進歩を評価するために用いられる 

助産師教員の議事録またはそのほかの共同で

専門性を開発するセッション、学生の成績評価

の記録、学生に関連する助産師教員と助産臨床

指導者/臨床教員の参加と協働を示す助産臨床

指導者/臨床教員と助産師教員の話し合いの記

録は、文書である。 

 

II.7. 教室教室教室教室やややや実習実習実習実習のののの学生対教員学生対教員学生対教員学生対教員およびおよびおよびおよび助産臨床助産臨床助産臨床助産臨床指導者指導者指導者指導者////臨床教員臨床教員臨床教員臨床教員のののの比比比比はははは、、、、助産課程助産課程助産課程助産課程およびおよびおよびおよび規制機関規制機関規制機関規制機関のののの要要要要

項項項項によってによってによってによって決決決決められるめられるめられるめられる。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程は、国の規制に遵守して、当該施設と

協働し、学生と教員/指導者の比を定める。 

例えば、講義の学生と教員の比は、学生が臨床

にいる時よりはるかに大きく、臨床では臨床指

導者/臨床教員 1 人当たり学生 1 人か 2 人が理

想である。 

助産課程では、正式な学生/教員比に関する文

書がある。 

 

II.8. 助産師教員の有効性を、確立された過程で定期的に評価する。 

 

ガイドライン 根拠 

助産課程では、施設の方針、質評価戦略、規制

要項を考慮した、教員の実践の定期的な評価に

関する方略の文書がある。 

教員の有効性の例には以下が含まれる。 

・学生の実践 

・学生の評価 

・同僚の観察 

・卒業率 

・適性または登録率 

助産師教員と課程の責任者は、定期的な評価の

時間的枠組みについて同意している。 

助産課程では、定期的に行われる教員の評価の

ファイルが保管されている。 

記録には、改善のための推奨事項の追跡が含ま

れる。 

 

基準基準基準基準 III. III. III. III. 学生学生学生学生    
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III.1. 助産課程助産課程助産課程助産課程にはにはにはには、、、、申請者申請者申請者申請者のののの入学入学入学入学のののの方針方針方針方針がががが明確明確明確明確にににに記載記載記載記載されているされているされているされている。。。。そのそのそのその方針方針方針方針にはにはにはには以下以下以下以下のことがのことがのことがのことが含含含含まままま

れるれるれるれる。。。。    

III.1.a. 高等教育修了高等教育修了高等教育修了高等教育修了などのなどのなどのなどの最低限必要最低限必要最低限必要最低限必要なななな項目項目項目項目をををを含含含含むむむむ入学要項入学要項入学要項入学要項    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

入学は、高等教育修了以上である。 

助産課程では、当該施設/政府機関/支部、国の

規制機関と相談し、最低要件を設定すべきであ

る。 

助産の入学要項を示した資料は公表されてい

る。 

 

III.1.b. 入学要項入学要項入学要項入学要項にはにはにはには透明性透明性透明性透明性のあるのあるのあるのある募集募集募集募集がががが含含含含まれるまれるまれるまれる    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産要項の過程の透明性には以下が含まれる。 

・申請手順を明確に示した文書 

・公表されている最低点/マーク/成績 

・公表されている申請の締切 

・公表されている合格 

・入学担当委員のリスト 

助産の募集方針と手順を示した資料は公表さ

れている。 

 

III.1.c. 選考選考選考選考過程過程過程過程とととと合格基準合格基準合格基準合格基準    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

各助産課程では、国のニーズと文化的規範に基

づいた合格の過程と基準が確立されている。 

選出基準には以下が含まれる。 

・母国語または外国人の場合、支持された言語

で読み書きができる 

・基礎科学、数学などの科目に関連したコース

修了 

・善行の証明 

・友好的な交流ができる 

・助産師になる強い動機 

選出を評価した資料には、申請書、個人面談、

人物証明書、標準化試験、これまでの学校の成

績が含まれる。 

助産申請者を評価し、選出する基準と方法を示

した資料は公表されている。 

 

III.1.d. これまでのこれまでのこれまでのこれまでの学歴学歴学歴学歴をををを考慮考慮考慮考慮するするするするメカニズムメカニズムメカニズムメカニズム    
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ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程では、これまでの学習に関連する方針

が明確に記載されている。 

これまでの学習を評価するメカニズムの例に

は以下が含まれる。 

・試験 

・逐語録などのこれまでの学習を示すものの提

出 

・これまでの経験と能力のポートフォーリオ 

関連するこれまでの学歴によって、申請者が課

程を修了するために履修するモジュール/コー

スまたは内容の時間が減る可能性がある。 

これまでの学歴が認められる範囲、学歴を入手

する手順、締切についての文書による方針が公

表されている。 

そのような方針の実施記録は課程ファイルの

一部にある。 

 

III.2. 受験資格受験資格受験資格受験資格のあるのあるのあるのある助産助産助産助産のののの受験生受験生受験生受験生はははは偏見偏見偏見偏見やややや差別差別差別差別なしになしになしになしに入学入学入学入学できるできるできるできる（（（（例例例例：：：：性性性性、、、、年齢年齢年齢年齢、、、、国籍国籍国籍国籍、、、、宗教宗教宗教宗教）。）。）。）。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

普遍的な人権を支持する文書の方針 資料は公表されている。 

 

III.3. 受験資格受験資格受験資格受験資格のあるのあるのあるのある助産助産助産助産のののの受験生受験生受験生受験生はははは、、、、国国国国のののの医療政策医療政策医療政策医療政策およびおよびおよびおよび母子母子母子母子保健保健保健保健のののの需要需要需要需要にににに基基基基づくづくづくづく計画計画計画計画にににに沿沿沿沿ったったったった形形形形

でででで入学入学入学入学するするするする。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

基準 I.6.のガイドラインを参照。 基準 I.6.の根拠を参照。 

 

III.4. 助産課程助産課程助産課程助産課程にはにはにはには、、、、下記下記下記下記をををを含含含含むむむむ学生学生学生学生のののの方針方針方針方針がががが明確明確明確明確にににに記載記載記載記載されているされているされているされている。。。。 

III.4.a. 学生学生学生学生のののの方針方針方針方針にはにはにはには、、、、講義講義講義講義とととと実習実習実習実習でででで学生学生学生学生にににに期待期待期待期待することがすることがすることがすることが含含含含まれているまれているまれているまれている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

学生に期待する例には以下が含まれる。 

・自分の学習に責任を持つ 

・女性、家族、教員、同級生に尊敬と前向きな

態度で接する 

・倫理的基準に遵守した業務を行い、守秘義務

を守る 

・実習で文化的に適切であるよう行動や外観に

気を付ける 

学生は、オリエンテーション中に方針について

説明を受け、話し合い、質問をする時間が与え

られ、フィードバックをする。 
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III.4.b. 学生学生学生学生のののの権利権利権利権利とととと責任責任責任責任とととと学生学生学生学生のののの訴訴訴訴えやえやえやえや苦情苦情苦情苦情にににに関関関関するするするする決決決決まったまったまったまった過程過程過程過程についてのについてのについてのについての声明文声明文声明文声明文    

 

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

抗議や苦情に関する明確な方針と手順には以

下が含まれる。 

・個人的に解決できる問題な場合は、必要に応

じたサポートとともに、非公式な問題解決法 

・裁定過程に基づいた正式な方法で、以下を含

む 

 －苦情の申し立て 

 －苦情申し立ての時間的な枠組み 

 －中立的/偏りのない委員会の審査 

 －苦情申し立ての結果の可能性 

必要に応じて、学生カウンセリングと支援サー

ビスを利用できる（基準 V 資源、施設、サー

ビスを参照）。 

方針の文書を学生は閲覧でき、過去の苦情およ

び解決策に関する極秘ファイルが保管されて

いる。 

 

III.4.c.  助産助産助産助産カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム、、、、助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員、、、、助産課程助産課程助産課程助産課程にににに関関関関するするするするフィードバックフィードバックフィードバックフィードバックとととと継続的継続的継続的継続的なななな評価評価評価評価をををを提供提供提供提供

するするするする学生学生学生学生のためののためののためののためのメカニズムメカニズムメカニズムメカニズム    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

学生のフィードバックを求めるメカニズム 

・評価用紙を用いた正式な匿名または氏名を明

記した学生のフィードバック 

・以下を用いた非公式なフィードバック 

 －意見箱 

 －オープンフォーラム 

 －インターネット・コミュニケーションフォ

ーラム 

助産課程には、利用可能な評価ツールがあり、

使用するために公表されている期間がある。 

評価用紙の写しは課程事務局で保管される。 

 

III.4.d.  学生学生学生学生のののの方針方針方針方針にはにはにはには、、、、助産課程修了要項助産課程修了要項助産課程修了要項助産課程修了要項がががが含含含含まれるまれるまれるまれる    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

要件には、一般的に以下が含まれる 

・指定された能力レベルの課程成果の到達 

・理論と実践経験の量と種類 

・総合試験のような課程の成果の最終的な到達

度を決定する方法と基準 

要件は文書で、課程開始時に学生と共有する。

学生がこれを確認する。 
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III.5. 助産課程助産課程助産課程助産課程ののののガバナンスガバナンスガバナンスガバナンスやややや委員会委員会委員会委員会へのへのへのへの学生学生学生学生のののの積極的積極的積極的積極的なななな参加参加参加参加のためののためののためののためのメカニズムメカニズムメカニズムメカニズム。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

メカニズムには以下が含まれる 

・入学、カリキュラム、学部の委員会への加盟 

・学生の委員会または生徒会 

・計画された教員や助産課程の責任者とのフォ

－ラム 

関連委員会への学生の加盟と参加の記録が保

管されている。 

 

III.6.  学生学生学生学生はははは、、、、ICMICMICMICM のののの「「「「基本的助産実践基本的助産実践基本的助産実践基本的助産実践にににに必須必須必須必須なななな能力能力能力能力」」」」をををを最低限最低限最低限最低限、、、、到達到達到達到達するためにするためにするためにするために、、、、さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな場場場場

でででで十分十分十分十分なななな助産実践経験助産実践経験助産実践経験助産実践経験をををを積積積積むむむむ。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

国のニーズと ICM の実践の範囲に合うよう、

実習はさまざまな施設や地域の場で行われる。 

十分な実践経験は以下によって定められる。 

・妊婦健診の数、分娩の介助数、産褥期、新生

児、家族計画のための訪問数 

・各実践領域（妊娠、分娩、産褥期、新生児、

家族計画）の時間数 

・経験の質の評価項目 

・学習成果の達成 

規制または地域の方針で、特定の業務経験数が

求められる場合、助産師教員は規制/資格提供

機関と規制/免許機関との支援や連携が必要な

場合がある。 

助産学生の経験のための実習施設のリストや

契約書が、課程事務局にある。 

助産課程には、場、内容、規制の枠組みの十分

な経験と経験の測定手段が記されている。 

助産課程では、各助産学生が特定の実践の熟練

度に到達していることを示すことができる。 

学生の業務経験の記録は利用可能で、助産課程

の要項を反映している。 

 

III.7. 学生学生学生学生はははは、、、、主主主主にににに助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員やややや助産臨床助産臨床助産臨床助産臨床指導者指導者指導者指導者////臨床教員臨床教員臨床教員臨床教員ののののスーパービジョンスーパービジョンスーパービジョンスーパービジョンのもとにのもとにのもとにのもとに助産助産助産助産ケアケアケアケアをををを

提供提供提供提供するするするする。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

理想的には、学生が提供するすべての助産ケア

は、資格のある助産師によって指導される。 

医師など職種が異なる場合、特定の助産技術を

教えることに関連する能力を備えていること

が期待される。 

実習施設と指導者の同意書がある。 

学生の記録にはスーパーバイザーの肩書が明

記してある。 
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基準基準基準基準 IV. IV. IV. IV. カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラム    

IV.1. 助産師教育助産師教育助産師教育助産師教育課程課程課程課程のののの理念理念理念理念はははは ICMICMICMICM のののの理念理念理念理念ととととケアモケアモケアモケアモデデデデルルルルとととと一致一致一致一致しているしているしているしている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

文書の理念には、教育と学習、助産ケアについ

ての信念が含まれる。 

教育と学習についての信念には以下が含まれ

る。 

・学習者のレベルとタイプ 

・教育理論 

・教員と学習者の尊重関係 

・学習環境 

助産ケアについての信念には以下が含まれる。 

・女性とのパートナーシップ 

・女性のエンパワメント 

・個別ケア 

・ケアの継続性 

・妊娠と出産の正常性 

・基準に遵守した安全なケア 

・文化的な安全性 

・最善の（根拠に基づいた）実践 

・自律した実践 

課程には、助産師教育と実践の理念に関する文

書がある。 

 

IV.2. 助産師教育助産師教育助産師教育助産師教育課程課程課程課程のののの目的目的目的目的はははは、、、、有能有能有能有能なななな助産師助産師助産師助産師をををを育成育成育成育成することであるすることであるすることであるすることである。。。。 

   IV.2.a. 有能有能有能有能なななな助産師助産師助産師助産師はははは、、、、最低限最低限最低限最低限、、、、現在現在現在現在のののの ICMICMICMICM のののの「「「「基本的助産実践基本的助産実践基本的助産実践基本的助産実践にににに必須必須必須必須なななな能力能力能力能力」」」」にににに到達到達到達到達////示示示示しししし

ているているているている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程の修了生は、主な ICM 文書（「基本

的助産実践に必須な能力」、「助産師の定義」、

「国際助産師倫理綱領」）に遵守した有能な実

践者である。 

示す能力には以下が含まれる 

・根拠に基づく実践 

・救命能力 

・文化的に安全な実践 

・国の医療システムの中で実践可能で、女性と

助産課程の文書での学習成果は、主な ICM 文

書を反映している。 

助産課程で ICMの項目以上の能力の達成を求

めるときは、追加能力についての記載がある。 
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家族のニーズにあった実践能力 

・クリティカルシンキングと問題解決 

・資源を管理し、効果的に実践する能力 

・効果的に女性と家族を擁護する能力 

・医療を実施する際に、ほかの専門職と専門的

協働ができる能力 

・地域サービスのオリエンテーション 

・指導力 

・継続的な研鑽（生涯学習） 

 

IV.2.b. 助産師助産師助産師助産師のののの免許免許免許免許やややや登録登録登録登録につながるにつながるにつながるにつながる、、、、ICMICMICMICM のののの助産師助産師助産師助産師のののの定義定義定義定義のののの基準基準基準基準とととと規制機関規制機関規制機関規制機関のののの基準基準基準基準をををを満満満満たたたたしていしていしていしてい

るるるる。。。。    

 

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程の修了要項は ICMの定義と一貫性が

あり、修了生は実践の場で登録/認められる資

格がある。 

すべての助産課程の修了生は登録/法的に認め

られる要項を満たし、要請に応じて、証明書の

写しを提供する。 

 

IV.2.c. 上級教育上級教育上級教育上級教育のののの申請申請申請申請資格資格資格資格があるがあるがあるがある。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

上級教育に申請するには、助産課程は国で認め

られた資格を助産課程の修了時に満たす必要

がある。 

助産課程修了資格は、国で認められ、修了生は

さらに上の教育に進むことができる。 

 

IV.2.d. ICMICMICMICM のののの助産師助産師助産師助産師のののの国際倫理綱領国際倫理綱領国際倫理綱領国際倫理綱領、、、、専門職専門職専門職専門職のののの基準基準基準基準、、、、法的法的法的法的にににに認認認認められているめられているめられているめられている権限権限権限権限のののの業務業務業務業務範囲範囲範囲範囲にににに遵守遵守遵守遵守

するするするする知識知識知識知識がありがありがありがあり、、、、自律自律自律自律しているしているしているしている実践者実践者実践者実践者であるであるであるである。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程を修了することは、自律した実践の規

制の必要要件である。 

助産課程では、継続実践記録がわかるように一

定期間、修了生を体系的に追跡する。 

 

IV.3. 助産助産助産助産カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムのののの順序順序順序順序とととと内容内容内容内容によりによりによりにより、、、、学生学生学生学生はははは主主主主なななな ICMICMICMICM 文書文書文書文書にににに遵守遵守遵守遵守したしたしたした助産助産助産助産業務業務業務業務にににに必須必須必須必須なななな能能能能

力力力力をををを身身身身につけることができるにつけることができるにつけることができるにつけることができる。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産カリキュラムは、学生が本質的な知識、技

術、行動を身につけられるよう、論理的、体系

助産カリキュラムの組織的な枠組みが明確で

ある。教員と学生は、能力到達の評価をする組
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的な方法になっている。 

アプローチの例には、妊娠前から産褥期ケア、

生理学的過程から病態、単純な通常の状況/問

題から複雑でまれな緊急事態までが含まれて

いる。内容の調整と必須能力を習得する。また

定期的なアセスメントのタイミングを示して

いる（基準 III 学生と基準 VI アセスメントの

方略を参照） 

織の内容と方法について理解している。 

 

IV.4. 助産助産助産助産カリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムにはにはにはには、、、、最低最低最低最低 40%40%40%40%のののの理論理論理論理論とととと最低最低最低最低 50%50%50%50%のののの実習実習実習実習のののの理論理論理論理論とととと実習実習実習実習のののの要素要素要素要素がががが含含含含まれるまれるまれるまれる。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

各課程では、以下のために助産理論と実践の比

について計画を立てる。 

・ICM の能力（知識、技術、専門家としての

行動）を達成できる 

・実践に能力を活かしやすくする 

・学習過程の学生は概念化されたケア能力を示

すことができる 

助産課程では 50%50%のバランスでもよい

が、ほかは 40%60%のバランスとなるであろ

う。追加の実践時間で実践教育または演習を拡

大することができる。 

実践量が少ない、またはゆっくりしたペースで

能力を身につけている場合、追加の能力を示

し、学習成果を達成するには、実践の追加時間

が必要かもしれない。 

課程には、助産の理論と実践学習の割合を示し

た文書による課程構造の概略がある。この構造

の根拠が明確に記述されている。 

研究など、ほかの理論内容に直接、助産能力に

関係ないものが含まれる場合、その根拠も明確

に示されている。その内容は上記の比では考慮

されない。 

 

IV.5. 助産課程助産課程助産課程助産課程ではではではでは、、、、成人成人成人成人学習学習学習学習とととと能能能能力力力力（（（（コンピテンスコンピテンスコンピテンスコンピテンス））））基盤型教育基盤型教育基盤型教育基盤型教育をををを促進促進促進促進するするするする根拠根拠根拠根拠にづいたにづいたにづいたにづいた教授教授教授教授法法法法とととと

学習学習学習学習のののの方法方法方法方法をををを用用用用いるいるいるいる。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

教育における最良の実践の根拠は時間ととも

に変化し、教員は以下のような最近の教育的な

話題について知る必要がある。 

・能力を身につける方法 

・成人学生 

・ジェンダー学習 

根拠に基づく教授方法はコースの教材に反映

されている。 
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・生涯学習の原則（ICM の「助産師の基本的

教育と継続教育に関する所信声明」） 

根拠に基づく教授方法には以下が含まれる。 

・質問ベースの学習 

・モデリング 

・事例 

・シミュレーション学習 

・スーパービション 

・リフレクション 

教授法を講義、または適切に改良できれば、

WEB ベースのフォーマットを用いることが

できる。 

 

IV.6. 助産課程助産課程助産課程助産課程でででではははは、、、、助産内容助産内容助産内容助産内容をををを補完補完補完補完するするするする多職種多職種多職種多職種のののの内容内容内容内容とととと学習経験学習経験学習経験学習経験のためののためののためののための機会機会機会機会がががが提供提供提供提供されるされるされるされる。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程では、以下のために、関連職種の専門

家からの寄与を奨励している。 

・学生助産師の知識基盤の改善 

・職種別の仕事内容に関する理解 

・母子保健のほかの職種/専門から学ぶ、ほか

の職種/専門について学ぶ 

・専門職連携チームワークの向上（ICM の「基

本的および継続助産師教育に関する所信声

明」） 

助産師を補完する職種の専門家は、社会学、心

理学、薬理学、解剖学、生理学などの領域の内

容を教えることができる。母子ケアの特定の話

題については、看護師、産科医、小児科医、麻

酔科医が教えることができる。 

助産課程に、助産の学生がチームの一員として

ほかの医療従事者と協働できるよう、国内のま

たは選択的に海外の地域、施設、プライマリー

ヘルスケアにおける専門連携教育の経験を含

むことができる。 

助産課程では、専門職連携を含む学生の学習目

標がある。カリキュラム計画には、ほかの職種

からのインプットや専門職連携の実践経験を

含む。 

課程には、すべての教員の勤務表と助産学生を

教える専門的背景がわかるようになっている。 

 

 

基準基準基準基準 V. V. V. V. 資源資源資源資源、、、、設備設備設備設備、、、、サービスサービスサービスサービス    

V.1. 助産課程助産課程助産課程助産課程はははは、、、、学生学生学生学生とととと教教教教員員員員師師師師のののの安全性安全性安全性安全性、、、、教育教育教育教育とととと学習学習学習学習ののののよりよいよりよいよりよいよりよい環境環境環境環境にににに関関関関するするするする方針方針方針方針をををを実施実施実施実施するするするする。。。。    
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ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

方針には以下の項目が含まれる。 

・診療所、地域の実習の場、僻地への安全な移

動 

・地域における個人の安全性 

・血液感染性病原体に対する一般的な注意事項

に関する観察 

・鋭利なものによる傷害管理 

・学生は予防接種の証明書を提出する 

・学生は、善行/犯罪歴の証明書を提示する見

せる 

助産課程には、すべての助産教員、学生、臨床

指導者/臨床教員に与えられる文書の方針があ

る。受け取った者は方針について理解できる。 

 

V.2.  助産課程助産課程助産課程助産課程にはにはにはには、、、、課程課程課程課程ののののニーズニーズニーズニーズにににに合合合合ったったったった十分十分十分十分なななな教育教育教育教育とととと学習資源学習資源学習資源学習資源があるがあるがあるがある。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

十分な教育および学習資源には以下が含まれ

る。 

・教科書、雑誌、印刷物および電子参考文献な

ど最新の学習資源の利用 

・電話やポケットベルなどによるコミュニケー

ション技術 

・講義のためのスペースまたは遠距離学習の選

択肢 

・基礎科学と実践技術開発のための演習室の設

備の利用 

・マネキン、手袋、器機などの学生の実習を支

援する設備や資料の利用 

・助成金、個人的なカウンセリングサービスな

どの学生の支援サービスの利用 

資源に関する書類が利用可能である。 

予算計画には学習資源の確保や最新化も考慮

している。 

プールされた施設の資源は、助産課程で必要と

適性に応じて利用可能である。 

 

V.3. 助産課程助産課程助産課程助産課程にはにはにはには、、、、講義講義講義講義とととと理論理論理論理論およびおよびおよびおよび実戦実戦実戦実戦のののの学習学習学習学習をををを支援支援支援支援するためのするためのするためのするための適切適切適切適切なななな人材人材人材人材がそろっているがそろっているがそろっているがそろっている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

適切な人材には以下が求められる。 

・スタッフ計画 

・資格のある教員の募集と維持に十分な課程の

予算 

ファイルに理論的な指導、実習での学生のスー

パービジョン/評価をする者についての情報が

ある。 

・人数 
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・募集した教員の負担と責任に見合った教員数 

助産課程には支援スタッフがいる。 

・課程の運営と組織化を手伝う。 

・財務とほかの記録をつける。 

・必要に応じて、ほかの課程や科と協働する。 

・助産課程に割く時間 

・資格と教育経験 

スタッフファイルには、支援スタッフ各自の資

格と職種の説明が記載されている。 

 

V.4. 助産課程助産課程助産課程助産課程はははは、、、、各学生各学生各学生各学生のののの学習学習学習学習ニーズニーズニーズニーズにににに合合合合うよううよううよううよう、、、、さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな場場場場でででで十分十分十分十分なななな助産実践経験助産実践経験助産実践経験助産実践経験ができるよができるよができるよができるよ

うになっているうになっているうになっているうになっている。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

さまざまな助産実践の場には以下が含まれる。 

・病院 

・診療所 

・ヘルスセンター 

・地域 

・自宅 

実践の場は個々の場と交渉し、以下が含まれ

る。 

・経験の種類と数 

・受け入れ可能な学生数 

・臨床指導者/臨床教員の供給可能性 

助産課程事務局のファイルにさまざまな機関

の署名済の契約書がある。契約書は最新化さ

れ、定期的に更新されている（基準 III.6 を参

照）。 

 

V.5. 適切適切適切適切なななな助産助産助産助産実習実習実習実習のののの選択選択選択選択基準基準基準基準はははは、、、、明確明確明確明確にににに記載記載記載記載されされされされ、、、、実施実施実施実施されるされるされるされる。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

実習の場の選択基準には以下が含まれる。 

・母子に提供されたケアの質 

・女性と新生児にやさしい理念 

・学生のアクセスと安全性 

・学習の機会の利用可能性 

・設備と器機の提供 

・助産臨床指導者/臨床教員の供給可能性 

・ほかの医療専門家の学習協力度 

選択基準は文書化され、追跡される。 

学生の実習評価は基準を反映している。 

 

基準基準基準基準 VI. VI. VI. VI. アセスメントアセスメントアセスメントアセスメントのののの方略方略方略方略    

VI.1. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員はははは、、、、a.）知識知識知識知識、、、、b）行動行動行動行動、、、、c）実践技術実践技術実践技術実践技術、、、、d）クリティカルシンキングクリティカルシンキングクリティカルシンキングクリティカルシンキングとととと意思決定意思決定意思決定意思決定、、、、e）

人間関係人間関係人間関係人間関係////コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション技術技術技術技術にににに関係関係関係関係するするするする学生学生学生学生のののの学習学習学習学習のののの実践実践実践実践とととと進歩進歩進歩進歩をををを測定測定測定測定するためにするためにするためにするために、、、、妥当妥当妥当妥当なななな信頼信頼信頼信頼

性性性性のあるのあるのあるのある形成形成形成形成およびおよびおよびおよび累積的累積的累積的累積的なななな評価評価評価評価////アセスメントアセスメントアセスメントアセスメントのののの方法方法方法方法をををを用用用用いるいるいるいる。。。。    
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ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程では、形成的および総括評価に必要な

評価ツールを選択または開発する。 

評価方法は、評価されている領域にもっとも適

切なもの（認知、情緒、精神運動）を選択し、

学習成果とマッチさせる。 

例えば、口頭試験や筆記試験、エッセイで、知

識獲得、批判的分析、振り返りを評価できる。

一方で、実習の場で、またはシミュレーション

のシナリオ/状況で、実践技術、専門家の行動、

意思決定、専門職連携を観察し、評価すること

ができる。 

教員の評価に加えて、自己評価とクラスメート

の評価もできる。 

複数のツールと複数の評価により、学生の能力

の大きな「サンプリング」ができる。 

さまざまな信頼性と妥当性のある評価ツール

が利用可能で、使用されている。 

コースの教材には、学習成果の到達度の評価に

用いられている方法が明確に記載されている。 

 

VI.2. 学習困難学習困難学習困難学習困難のののの特定特定特定特定をををを含含含含むむむむ、、、、助産学生助産学生助産学生助産学生のののの実践実践実践実践とととと進歩進歩進歩進歩ののののアセスメントアセスメントアセスメントアセスメント////評価手段評価手段評価手段評価手段とととと基準基準基準基準はははは記載記載記載記載されされされされ、、、、

学生学生学生学生とととと共有共有共有共有されるされるされるされる。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

適切な進歩と（必要であれば）修正手段の基準

は、コースや課程の文書化された方針/情報の

一部である。学生はオンラインアクセスまたは

情報の写しを得ることができる。 

文書の評価計画を学生と助産教員は利用でき

る。 

修正作業を支援する方針と調整がある。 

 

VI.3. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員はははは、、、、学生学生学生学生、、、、課程課程課程課程修了生修了生修了生修了生、、、、助産実践者助産実践者助産実践者助産実践者、、、、助産師助産師助産師助産師ののののクライアントクライアントクライアントクライアント、、、、ほかのほかのほかのほかの関係者関係者関係者関係者からのからのからのからの

インプットインプットインプットインプットなどなどなどなど質改善質改善質改善質改善のののの一部一部一部一部としてとしてとしてとして、、、、定期的定期的定期的定期的ななななカリキュラムカリキュラムカリキュラムカリキュラムのののの評価評価評価評価をををを行行行行うううう。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

質改善は循環過程である。フィードバックを公

式および非公式な手段（例、調査、評価、招聘

審査）で得て、課程の中で改善や変化が必要な

基盤を提供する。 

適度な期間を経て、再評価を実施する。 

助産ケアの利用者を含む、さまざまな関係者か

らのインプットにより、幅広い見解を得ること

評価期間、行われた改善/変化の根拠の書類と

時間が利用可能である。 
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ができ、課程の可視化と信頼性を増すことがで

きる。 

 

VI.4. 助産師教員助産師教員助産師教員助産師教員はははは、、、、期待期待期待期待されるされるされるされる学習学習学習学習のののの成果成果成果成果にににに関係関係関係関係するするするする、、、、実習実習実習実習のののの場場場場とととと学生学生学生学生のののの学習学習学習学習////経験経験経験経験のののの適性適性適性適性についについについについ

てててて継続的継続的継続的継続的なななな評価評価評価評価をををを行行行行うううう。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

助産課程の教員は定期的に実習の場を訪問し、

適性を監査する。 

主な監査特長には下記が含まれる。 

・課程の助産理念とケアモデルへの支援 

・あらゆるケアの面に学生を含める 

・学生を教え、評価することに対する臨床指導

者/臨床教員の関心と熱意のレベル 

・学生が学習の成果を上げるための現在の状況

と適切なクライアントの数 

学生は、全体の環境、学生支援、教育の範囲、

サービスの質など、実習の場について定期的に

フィードバックを提供する。 

監査報告は課程事務局のファイルに保管され

ている。 

 

VI.5. 課程課程課程課程のののの有効性有効性有効性有効性にににに関関関関してしてしてして、、、、定期的定期的定期的定期的なななな外部外部外部外部評価評価評価評価をををを実施実施実施実施するするするする。。。。    

    

ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    根拠根拠根拠根拠    

当該課程が実施されている機関/州/国の認定

要件、あるいは助産規制機関による承認を受け

るための認定要件を満たす一環として、外部評

価を実施することがある。 

必要要件が存在しない場合、助産課程は他の地

域/国の 2-3 人の助産教員/専門家による審査を

設定すべきである。 

評価者は、課程と有能な実践者にする助産師教

育能力について、教員、学生、管理者、修了生

を観察でき、インダビューできる。 

評価者はまた課程の資料、審査方針、手順を読

むべきであり、課程の質を上げるための推奨を

行うために、長所と短所の全体像を把握するこ

とができる。5-7 年の間隔で実施される外部評

価は、質と課程の統合性を向上させることがで

助産課程には、間隔を置いた正式な審査計画が

ある。 

評価者の評価はファイルに保管してあり、推奨

事項の追跡は記録されている。 
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きる。 

 

基準基準基準基準ととととガイドラインガイドラインガイドラインガイドラインのためののためののためののための主主主主なななな文書文書文書文書    
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EU Law 2005/136/EG (2005). Annex Midwives; 
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1 この手引は、ICM の「助産師教育の世界基準 2010 年」に関するガイダンスを目的としたもので

ある。最初の欄は、基準の遵守の仕方についてであり、意味を説明する例を示している場合もある。

これらの例はすべて含まれるのではなく、ほかの場合もある。第二の欄は、例と共に根拠の種類を示

している。教育課程では、いつ基準を満たしているのか、また基準を満たしているのかどうかを明ら

かにするために用いる場合もある。根拠の多くは、文書、支援状、教員の会議の議事録の形である。 
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